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取組内容

今後の展望

◆ぶどうは既存品種に加え、新たに「ハニーブラック」や「ベニバラード」など複数品種の導入を予定。今後、ハウスを増設し、水稲とと

もに規模拡大を目指していく。

◆引き続き、環境に配慮した土づくりやスマート農機の活用を進めながら、省力化と品質向上を両立し、魅力あるぶどうとお米を届

けていく。

BLOF理論※の考え方を参考に、木質たい肥や有機質肥料、もみ殻、粉砕した剪定枝などを活

用した土づくりを行っている。酵素やミネラルを豊富に使用した納豆のバチルス菌、竹パウダーの乳

酸菌、醤油カスの酵母菌といった菌類の力を最大限に引き出した土づくりが、正金農園の強いぶ

どうの木を育む。

※作物の生長の土台となる「土つくり」、生長に不可欠な「ミネラル」、細胞をつくる「アミノ酸」を

活用して、高品質・高収量・高栄養価の作物を育てるとする理論。

ぶどう・米の生産、直売所での販売主な業務

７名（代表 正金 智美）労働力

2017年からシャインマスカット等の無加温施設栽培を開始。現在はシャインマスカットのほか、ク

イーンニーナやゴールドフィンガーなど複数品種のぶどう栽培に取り組む。「自然と共生する、健康

的なぶどうとお米栽培」を掲げ、除草剤を使用せず、農薬や化学肥料の使用を極力抑えた栽培

を実践。

取組の経緯

正金農園の直売所

直売所に並ぶシャインマスカットとクイーンニーナ

賞状を手に笑顔の正金代表

2026年にスマート農業法の計画認定を受け、自動草刈ロボットがハウス内を安定して走行でき

るよう、苗木の周辺やハウス補強資材周辺に侵入防止柵を設置するなど、園地の整備も進めて

いる。スマート農機の導入と園地整備を組み合わせることで、労働負担の軽減と作業効率化を

図っている。

収穫したぶどうは、正金農園の直売所を中心に、道の駅、産直市、ECサイトで販売。消費者か

らも「安心して食べられる」「えぐみがない」といった声が寄せられ、県外からのリピーターも多い。

オーガニック・エコフェスタ2025「身体に美味しい農産物コンテスト」で最優秀賞を受賞。
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